
造林作業の主要な担い手である森林組合において造林作業のインターンシップを実施し、新規就業者を確
保することにより、再造林を推進する。

事業の目的

⑴ 事業の仕組み
県 民間企業

⑵ 事業内容
① 受入体制支援
インターンシップの受入先となる森林組合の

作業条件・労働環境等の調査や受入体制確立に
向けた指導・支援を実施

② お試し造林
安全に実施可能な造林作業のインターンシップを実施

⑶ 成果指標
事業実施による新規就業者の確保
令和５～７年度（３年間） １０人

事業の概要

造林担い手インターンシップモデル事業新

令和５年度～令和７年度事業の期間

委託

山村・木材振興課 １０，２００千円
【財源：国庫、森林環境譲与税基金】

ドローンによる苗木運搬 運搬した苗木の開封

苗木の植付作業


